
令和5年度 シ　　ラ　　バ　　ス

評
価

以下にあげる方法に従い総合的に評価する。

1.　定期試験(年４回)を実施し，学習内容について評価する。

2.　学習のまとまりごとに課題を与え，その提出状況について評価する。

3.　教科書の基礎的な内容を理解しているか確認するための小テストを課し評価する。
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帝国書院　高等学校　新地理A

帝国書院　新詳高等地図

1.　世界の地形について，営力的分類から大観し，それぞれの地形の特徴と人間生活への影響を考察する。

2.　世界の気候について，その成り立ちを大観し，それぞれの気候区の特徴と農業など人間生活への影響を考察する。

3.　産業の発達と変化について，自然環境とのかかわりやグローバル化の視点から考察する。

4.　エネルギー・鉱産資源の生産と消費について，その分布を大観し、その現状と課題を考察する。

地球上の位置，世界の地形，世界の気候，農産物の生産と流通，資源の生産と消費，工業製品の生産と流通，

人々の生活と文化について学ぶ。

とうほう　新編　地理資料2023

二宮書店　データブックオブザワールド2023

教 科 科 目 単位数 学 年 コ ー ス 組

地歴公民 地理B 3 3 文系NP 9組
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【実施せず】

左記に同じ。

　４　風水害・雪害と防災
【2学期　期末試験】　　12月4日～8日

　特別編成授業計画として、別途伝達する。

　１　日本の自然環境
　２　地震被害と防災
　３　火山災害と防災

　近年、身近になりつつある自然災害や環境問
題の諸問題について考察する。
身近な問題となっている自然災害について、ハ
ザードマップなどの教材に触れ、環境と防災に関す
る意識を高める。
また、SDGsの考え方などにもこの項目で考察す
る。

　１　身近な地図とその特色
　２　GISの仕組みと支える技術
２章　日本の自然環境と防災

【2学期　中間試験】　　10月17日～20日
第２部　身近な地域の課題
１章　身近にある様々な地図

　グローバル化の地球経済の進展、及び、かつて
の先進国とそれを凌駕する経済成長率と人口の
増加が見られる新興国家群の台頭の中で、農
業、工業、世界システムの在り方も変化してい
る。現状を踏まえた上で、今後の農業や工業の
見通しをテクノロジーの進化も加味して考察する。
また、諸産業を支えるエネルギー問題に関し、テク
ノロジーと地政学の観点も加味して考察する。

　３節　世界の資源・エネルギー問題
　　１　限りある資源・エネルギー
　　２　地域で異なるエネルギー問題

　　1　生活を支える世界の農業　
　　2　生活を支える世界の工業
４章　地域的課題と私たち

　3節　人々の生活と産業・文化

　　4　海岸の地形と人々の生活
　　5　氷河地形・カルスト地形・乾燥地形と人々の生活

【1学期　期末試験】　　7月3日～7日

　生活の舞台としての地形について、山地に住む
人々と低地に住む人々の地形と生活の関りを考
察する。
世界の地形について、営力的分類から大観し、そ
れぞれの地形の特徴と災害と恩恵など人間生活
への影響を考察する。
日本の自然の特徴と人々の生活について、地形
や気候の特徴と自然災害の特徴を理解すると共
に、開発のあり方を考察する。

　　3　山地・平野の地形と人々の生活　

　緯度や経度の仕組みを理解し、地球の自転と
公転が季節に関係している事を捉える。経済活
動を始め、私たちの生活に時差がもたらす影響を
理解する。また、緯度の違いが世界各地の気候
に影響を与えていることを理解する。東西冷戦の
終結と共に国家間の結び付きが軍事的結合から
経済的結合へと変化した事、地域的枠組みによ
り自由貿易が拡大している事を理解する。
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学 習 内 容 単 元 別 学 習 目 標

第１部　世界の諸地域の姿と地球的課題
1章　地球儀や地図からとらえる現代社会
　1節　地球上の位置と国家
　　1　地上の現象と地球上の位置　2　経度の違いと時差

　1節　生活に影響を与える環境条件とは
　2節　人々の生活と地形
　　1　さまざまに変化する大地と生活　
　　2　世界の大地形と人々の生活

　　3　球面と平面の世界　4　国家の領域と国境
　　5　日本の領域と領土問題
　2節　グローバル化が進む世界

【1学期　中間試験】　　5月17日～20日
2章　人間生活を取り巻く環境
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